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この冊子は 2020 年 9 月～ 12 月、6 回にわたって行われ
た PEC とやま主催 SDGs トークカフェの記録です。「誰一
人取り残さない」社会を目指す SDGs（エスディージーズ）。
身近なところで置き去りにしてしまっている存在はないだ
ろうか…。南砺市井波のお寺「光教寺」とコラボし、多様
なゲストからその実態を伺い、オンライン参加者とも一緒
に「どうすればみんなが生きやすくなれるだろうか」につ
いて語り合いました。お寺に集まった方、全国からのオン
ライン参加の方、累計 180 名の方々と、空間や立場を越
えた語り合いを重ねました。毎回「グラフィックレコーディ
ング」という、話の内容をリアルタイムで絵と文字におこ
し、見える化する手法を取り入れました。この冊子はその
様子が少しでも伝わるようにと、大半をそのグラフィック
で構成しました。

「○○でも生きやすい」○○に人それぞれのものを入れ、
自分も、周りも、ありのままの自分でも生きやすくなるこ
とを考えたり、誰かと話し合ったり…。この冊子がそんな
材料となれば嬉しいです。

ABOUT

2



「不登校/引きこもり」でも生きやすい富山って？?
「生き物」も生きやすい富山って？？
「一人親家庭」でも生きやすい富山って？？
「障害者」でも生きやすい富山って？？
「外国人」でも生きやすい富山って？？
「性的マイノリティ」でも生きやすい富山って？？

会場：光教寺　富山県南砺市井波 1735

THEME
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不登校や高校を中退した子どもたちと向き合っている星槎国際高等学
校の飯田先生から、ご自身が接している子どもたちのことや、感じて
いることなどについて伺いました。「人口が減少する中、不登校児童
数（小中学生）は全国 16 万人、富山で約 1100 名（2018 年度結果）
と年々増加している」「本校に入学してくる生徒の多くが『どうせ自
分なんて…』と思っている」「入学当初反抗的だったある生徒がその

人口減少、でも不登校は増えている 「どうせ自分なんて…」が変わるとき 話を聞いてくれる大人を求めていた

後部活などで大活躍。その子が卒業するときに『先生みたいに話がで
きる大人がいるってわかった』と言われて深く考えさせられた」「離
婚や貧困なども増えており、家庭だけでは子どもの環境を守るのは難
しい現状がある」。ありのままの子ともたちを受け止めることの大切
さを共有しつつ、子どもたちがより良く育つ環境をどうすればつくれ
るかということを語り合いました。

THEME1
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人口は減っているのに不登校は増加。子どもたちは話を聞いてくれる大人を求めている。

「不登校/引きこもり」でも生きやすい富山って？？
星槎国際高等学校 キャンパス長　

飯田良智さん

GUEST

4 グラフィック：樋口 菜美香さん



子どもを取り巻く環境の変化 何のために学校に行く？ 本人も周りも罪の意識を持ってほしくない…

私の一歩先生にもプレッシャーがかかる現状 あったらいいな

星槎国際高等学校　富山キャンパス
〒 930-0002 富山県富山市新富町 1-2-3 CiC ビル 5 階
☎ 076-471-7472　 
　 http://www.seisa.ed.jp/toya
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当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202001
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野生生物、家畜、森林、それぞれに関わる 3 人のゲストから、それぞ
れの現場で起きている課題について伺いました。温暖化やハンターの
減少などで増加しているイノシシ、そのイノシシが媒介し感染を拡げ
る豚コレラ（豚熱）、かつて薪として使っていた木を伐らなくなった
ことで発生してきたキクイムシによる森林被害…、異なる領域の課題

家畜の生きやすさも
大切に

生きることは
分かち合うこと

森だけでなく生態系全体の保全や未来も見据えた対応をどの生き物も守る取り組み イノシシ増加と
豚コレラ拡大

THEME2
がいずれも人と自然（生き物）の関係の変化によって起こっているこ
とを知りました。「生物多様性」「生きることは分かち合うこと（Living 
is sharing）」「アニマルウェルフェア」「想像力」「原体験」等、様々
なキーワードと共に、どうすれば生き物も人も生きやすくなるのかを
みんなで話し合いました。

人・野生生物・家畜・森林―互いにつながり影響し合っている。

「生き物」も生きやすい富山って？？
（左）富山大学 生物圏環境科学科　教授　横畑泰志さん
(中 )  株式会社山のハム工房ゴーバル 代表取締役 石原 潔さん

（右）株式会社 島田木材　代表取締役社長　島田優平さん

近年、富山の森林（広葉樹）にキクイムシの被害が増加生き物の支えがあって生きられる 岐阜では当初豚コレラワクチンを受けられず豚を大量殺処分した
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グラフィック：奥野 美里さん6



みんなで考えた大切なこと、これからやっていきたいこと

富山大学 生物圏環境科学科　横畑研究室　　 yokohata@sci.u-toyama.ac.jp　
森のハム工房ゴーバル　〒 509-7803 岐阜県恵那市串原 3777-3-1　   https://gobar.shop-pro.jp
株式会社 島田木材　〒 932-0231 富山県南砺市山見 1755 　  https://shimamoku.co.jp
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当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202002
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「一人親家庭には DV（ドメスティックバイオレンス：パートナーか
らの暴力） や貧困と関わっているケースが多く見受けられます―」女
性の生きやすさをサポートする NPO 法人ハッピーウーマンプロジェ
クトの小林さんから、女性の一人親家庭や DV に関する富山の実情を
伺いました。「日本の一人親家庭の約半数が貧困状態（OECD 諸国で
は最悪レベル）」「富山の DV 被害率（女性）は約 30％（全国も同様）」

「DV のため離婚する場合も離婚しない場合も困難が多い」「DV を受
けていても気付かない人も多い」「話し合いで解決しないのが DV」

「長年の DV 被害によって女性・子どもにも健康被害が及ぶ」「周囲の
DV についての不理解から、SOS を出せずに抱え込んでしまうことが
多い」。複数の課題と絡む実態を知り、支援や制度の必要性と併せて、
個人や地域の在り方についても語り合いました。

「一人親家庭」でも生きやすい富山って？？
パートナーからの暴力、一人で子育て・収入確保etc…。孤立する一人親家庭の実態。

THEME3

話し合っても解決しない。離婚できず健康被害が深刻化 言葉の暴力・無言の追い詰めも DV
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富山の女性 DV 被害率 30％、離婚しづらい理由日本の一人親家庭の貧困率は先進国でワースト

一人親家庭になるのは離婚理由が多い

グラフィック：樋口 菜美香さん8

GUEST

NPO 法人 ハッピーウーマン
プロジェクト　理事 小林涼子さん



子育てには周囲のサポートが必要 それぞれで考えた「私のできる第一歩」

Graphic06Graphic06 Graphic08Graphic08
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そもそも結婚って何でするんだろう…？

NPO 法人 ハッピーウーマンプロジェクト
　  https://happy-woman-project.net
　  info@happy-woman-project.net

当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202003
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障害者の自立や社会参加を支援する NPO 法人文福の代表で、自らも
脳性麻痺で車いす生活を送る八木さんから、ご自身のエピソードや普
段感じていることなどを伺いました。「歩けなくてかわいそうと言わ
れても、一度も歩いたことがないから、歩ける方が不思議に思う」「生
まれ育った地域（上市）では、特別扱いされることがなかったので自
分が障害者だと思ったことはなかった」「バリアフリーのスロープは

スロープの下りは怖い… 人に障害がある？社会に障碍がある？元々歩けないから歩けることの方が不思議…

視覚障害者にとっては下りが怖い」「戦争は障害者を含めて人権や制
度を全て破壊する」「人間が人間を助けて生きていく社会しかない」「障
害の有無に関わらず、できること・できないことは人それぞれ。それ
を互いに補い合えばいい」。社会の障壁（生きにくさ）に直面する人
の意味で「障碍（がい）者」という漢字を使う動きがあることも伺い、
物事の捉え方も含めた生きやすさについて語り合いました。

「障害者」でも生きやすい富山って？？
「できないこと」は人それぞれ。必要に応じてそれを互いに補い合えればいい。

THEME4
NPO 法人文福　理事長

八木勝自さん
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グラフィック：樋口 菜美香さん10



不便だった時の方が助け合いがあって楽しかった 制度で生きにくくなることも 一人一人が変わる SDGs で生きやすい社会に

みんなが同じようにできなくちゃいけない社会は生きづらい…

NPO 法人文福
〒 930-0887 富山県富山市五福 3734-3
☎ 076-441-6106
　 http://www.bunpuku.org

当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202004
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便利になれば生きやすくなる？
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50％しか高校進学できていない

人口減少の日本を支えてくれる存在でもある富山の外国籍の方々が困っていること

NGO ダイバーシティとやま代表の宮田さんから、富山に住む外国籍
の方々の実情やこれからの課題などについて話を伺いました。「富山
も日本も外国籍の人が増えている（人口比約２％）」「役所の手続きや
子どもの学校からのプリントが分からないといった困りごとがある」

「コロナ禍での失業もある」「日本人の半分の割合しか高校に進学て
きていない」「少子高齢化がすすむ日本にとっては地域社会を支える

存在にもなってきている」「共に暮らしていくために、ちがいを認め、
ちがいを活かしていく、ちがいがある人を変えるのでなく、周囲がか
わるという多様性（ダイバーシティ）を活かした多文化共生社会が必
要」。途中、「やさしい日本語」に言い換えるワークも交えながら、そ
れぞれの暮らしや文化の背景に思いを馳せる大切さや、「あたりまえ」
とは何かについて語り合いました。

THEME5
「外国人」でも生きやすい富山って？？
ちがいを認め、ちがいを活かす。異なる背景を持つ隣人に思いを馳せる。

NGO ダイバーシティとやま　代表
宮田妙子さん
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「あたりまえ」を見直してみる

GUEST

グラフィック：樋口 菜美香さん12



相手に思いを馳せる、交流を増やす（愛の反対は憎しみでなく「無関心」）

多様性（ダイバーシティ）：ちがいを認め、ちがいを活かす ちがう人をかえるのでなく周囲が変わる発想へ

「やさしい日本語」をつかってみる

当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202005

当
日
詳
細

NGO ダイバーシティとやま
ブログ：https://blog.canpan.info/diversityt
　  http://diversity-toyama.org
　  diversity.t@gmail.com
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もし「孫息子が赤いランドセルを欲しがって困っている…」という人
がいたら、あなたはどんな声をかけますか？ そんな問いかけから始
まった今回のトークカフェ。人の性の多様性に関する話を伺いました。
人口の数％は性的マイノリティ ( いわゆる LGBTQ+、*1) なのに、偏
見や差別がなくならない場所では安心して「ここにいる」と言えず、
困りごとの相談もできない。特に北陸は、日本の他の地域よりも理解

性のあり方はとても多様（いくつもの要素の組合わせ） 性的少数者が生活するうえで困る場面

富山（北陸）は性的少数者への理解が進んでいない？

（*1）自分が生きている・生きたいと感じる性別が法律上の性別と異なる
／性的に惹かれる相手が異性ではない、自分でもわからない・変わる等

を進めにくい状態にあった etc…。自覚する性別や性的に惹かれる性
別（SOGI ソジ）の組合せは人によってさまざまだということを知っ
て、どうやったら全ての人が生きやすくなるかを語り合いました。

「性的マイノリティ」でも生きやすい富山って？？　
トイレに行けない、選挙に行けない…。多様な性を生きる人々が取り残されがちな現状。

THEME6
ダイバーシティラウンジ富山代表 

富山大学人文学部 准教授 林夏生さん
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全ての人の SOGI( 性自認・性
的指向）が尊重される社会に

性は人生の中で変化する場合もある

性の多様性について知ることは「誰も取り残さない富山」のための第一歩大人も子どもも、誰もが適切な知識を得られる機会を

当日のグラフィック等、詳細はコチラ
https://www.pectoyama.org/post/talkcafe202006

当
日
詳
細

富山大学人文学部 林夏生研究室
〒 930-8555 富山市五福 3190
☎ 076-445-6156
　 http://diversitylounge.jp
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性のあり方は自分で選べない
（趣味などではなく人格の一部） 自分の性別の感じ方や好きになる性が、人生の中で自然に変わる場合もある

Graphic04Graphic04
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SDGs を合言葉に、みんなが生きやすく住み続けられる富山にしていこうと市民、
企業人、大学教員等の有志が集まって結成した団体です。世代や業種、属性の異
なる様々な人々が協力し合い、より良い社会・未来をつくっていけるよう、対話
を重視したパートナーシップ構築支援を行っています。

制 作 協 力
グラフィック提供
会 場 協 力
発 行 日

This booklet is dedicated to Kyoko Honda 
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